
 

 

 

 

 

 

学校の教育目標 【学校教育目標】 

 

   

 

 

 

【学校教育目標と運動部活動との関連】 

(1) 生徒の自主的、自発的な参加により運営され、そしてスポーツや文化に親

しみ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養に質するものであり、学校教

育の一環として行われる。 

 (2) 部活動を通して、団結力・協同精神・友情などを養い、様々な問題の解決

を図り、目標を達成する態度を身に付ける。 

 (3) 活動を通して、規則や秩序を守る精神を育て、好ましい人間関係をつくる。 

 

【部活動の教育的意義】 

(1) 社会性を身に付ける：人の話を聞く、規則に従う、順番に話す、自分の行 

動に責任をもつ、人のためになることをするなど部活動のあらゆる場面でそ

のスキルを直接的に経験させ、身に付けさせる。 

 (2) 礼儀作法を身に付ける：相手に対する思いやりの表現である礼儀作法を動

作や行動として身に付けさせる。あいさつ、立ち振る舞い（立ち方・話を聞

く姿勢・くつを脱いだら揃える、服を脱いだらたたむなど） 

 (3)  連帯感と所属感の向上：生徒間の適正な人間関係作り、愛校心や学校をよ

くしたい気持ちの醸成。 

（4） 技術指導に偏らず、精神指導や健康管理等、心身両面からの指導する。 

 (5) 活動場所、部室の安全管理、清掃、整理・整頓に努める。 
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部活動の基本方針 【学校の部活動等に係るガイドライン】  

１ 適切な運営のための体制整備 

（１）部活動のガイドラインの策定等 

ア 校長は、小山市ガイドラインに則り、毎年度「学校の部活動に係る活動方

針」を策定する。その際、学校評議員や学校運営協議会等を活用して幅広く

意見を聴取し、理解と協力が得られるよう努める。 

  部活動顧問は、年間の活動計画（活動日、休養日及び参加予定大会日程等）

並びに毎月の活動計画及び活動実績（活動日時・場所、休養日及び大会参加

日等）を作成し、校長に提出する。 

イ 部活動顧問は、上記アの活動方針及び月別活動計画を前の月にまでに保護

者に公表する。また、全部活の活動時数等の透明性を図るため、校内の部活

動掲示板に掲示する。 

（２）指導・運営に係る体制の構築 

ア 校長は、生徒や教師の数を踏まえ、指導の内容の充実、生徒の安全確保、

教師の長時間労働の解消等の観点から円滑に部活動を実施できるよう、適正

な数の部活動を設置する。 

イ 校長は、部活動顧問の決定に当たっては、校務全体の効率的・効果的な実

施に鑑み、教師の他の校務分掌や、部活動指導員の配置状況を勘案した上で

行うなど、適切な校務分掌となるよう留意するとともに、学校全体としての

適切な指導、運営及び管理に係る体制の構築を図る。 

ウ 校長は、毎月の活動計画及び活動実績の確認等により、各部の活動内容を

把握し、生徒が安全に部活動を行い、教師の負担が過度とならないよう、適

宜、指導・是正を行う。 

 

２ 部活動における安全管理の徹底 

ア 校長は、部活動について、生徒の安全を第一に、部活動顧問及び外部指導

者が安全に対する意識を高められるよう、日頃から活動中に起きた「ヒヤ

リ・ハット」事例を集約し共有するなど安全対策を講じる。 

イ 部活動顧問や外部指導者は、生徒はまだ自分の限界、心身への影響等につ

いて十分な知識や技能をもっていないことを前提として、計画的な活動によ

り、各生徒の発達の段階、体力、習得状況等を把握し、無理のない練習とな

るよう留意するとともに、生徒の体調等の確認、関係の施設、設備、用具等

の定期的な安全確認、事故が起こった場合の対処の仕方の確認、医療関係者

等への連絡体制を整備する。 

  また、生徒自身が、安全に関する知識や技能について、保健体育等の授業

で習得した内容を活用、発展させたり、新たに身に付け、積極的に自分や他

人の安全を確保できたりするように指導する。 

ウ 部活動中、部活動顧問は生徒の活動に立ち会い、直接指導することを原則

とするが、やむを得ず直接練習に立ち会えない場合は、他の教員と連携、協

力したり、あらかじめ部活動顧問と生徒の間で約束された安全面に十分留意

した内容や方法で活動させ、部活動日誌等により活動内容を把握したりする

ようにする。このためにも、部活動顧問は日頃から生徒が練習内容や方法、

安全確保のための取組を考えたり、理解できるような指導を心がけたりす

る。 

エ 校長及び部活動顧問は、天候の急変などに備えあらかじめ代替案を準備

し、活動時の気象情報を確認して、危険と判断される場合には、ためらうこ

となく計画の変更・中止等の適切な措置を講ずる。 

また、熱中症事故を予防するために、高温・多湿時においては、WBGT 計を

活用し、「熱中症予防情報サイト」（環境省のホームページ）や、「熱中症予



防運動指針」（公益財団法人日本スポーツ協会）等を参考に、部活動の実施

の是非を判断する。原則的には WBGT31℃以上は部活動を中止とする。やむを

得ず部活動を実施する場合は、熱中症を予防するため、練習を短時間で区切

るなどして休憩時間を十分確保し、水分・塩分補給と体熱の放散を行うと同

時に、健康観察を適切に行う。さらに、冷房の効いている部屋を用意したり、

帽子を着用させたり、薄着を奨励したり、氷のうを用意したりするなどの対

策を講じることが考えられる。 

 

３ 合理的で効率的・効果的な活動の推進のための取組 

（１）適切な指導の実施 

 ア 校長及び部活動顧問は、部活動の実施に当たっては、運動部並びに文化部

も含め文部科学省が平成 25 年 5 月に作成した「運動部活動での指導のガイ

ドライン」に則り、生徒の心身の健康管理（スポーツ障害・外傷の予防やバ

ランスのとれた学校生活への配慮等を含む）、事故防止（活動場所における

施設・設備の点検や活動における安全対策等）及び体罰・ハラスメントの根

絶を徹底する。 

 イ 部活動顧問は、スポーツ医・科学等の見地から、練習の効果を得るために

休養を適切に取ることが必要であること、また、過度の練習がスポーツ障

害・外傷等のリスクを高め、必ずしも体力・運動能力等の向上につながらな

いこと等を正しく理解する。その上で、生徒の体力の向上や、生涯を通じて

スポーツや芸術等に親しむ基礎を培うことができるよう、生徒とコミュニケ

ーションを十分に図り、生徒がバーンアウトすることなく、技能や記録の向

上等、それぞれの目標を達成できるよう、競技種目や文化的活動の特性を踏

まえた、合理的な指導方法の積極的な導入等により、休養を適切に取りつつ、

短時間で効果が得られる指導を行う。 

   また、専門的知見を有する保健体育担当の教師や養護教諭等と連携・協力

し、発達の個人差や女子の成長期における体と心の状態等に関する正しい知

識を得た上で指導を行う。 

 

（２）運動部活動用指導手引きの活用 

   運動部顧問は、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行うために、中央競

技団体が作成した指導手引きを活用し指導を行う 

 

４ 適切な休養日等の設定 

ア 部活動における休養日及び活動時間については、成長期にある生徒が、運

動、食事、休養及び睡眠のバランスのとれた生活を送ることができるよう、

スポーツ医・科学等の観点から、「ジュニア期におけるスポーツ活動時間に

関する研究」も踏まえ、以下を基準とする。 

① 休養日の設定 

ア）学期中は、週当たり２日以上の休養日を設ける。その際、平日は１日、

土曜日及び日曜日（以下「週末」という。）は少なくとも１日以上を休

養日とする（日課の関係で予定の休養日が他の日に振り替えることもあ

る）。第１・３日曜日は原則休養日とする。ただし、週末にやむを得ず

大会参加等で休養日が確保できない場合は、休養日を他の日（曜日は問

わない）に振り替えること。 

イ）長期休業中は、学期中に準じた扱いを行う。また、生徒が十分な休養



を取ることができるとともに、部活動以外にも多様な活動を行うことが

できるよう配慮する。 

ウ）大会（中学校体育連盟※・中学校文化連盟の主催大会並びに栃木県体

育協会・小山市体育協会主催大会『傘下の各種目の協会・連盟主催も含

む』、文化部の活動に関係する県以上の団体の主催大会）前において、基

準どおりに休養日が確保できない場合には、その前後に代替の休養日を

確保し、生徒の身体的な疲労などに留意することにより、長期間連続し

て活動することがないようにする。 

エ）上記ウ）のケースも含め、やむを得ず週末２日続けて練習・練習試合

を行うことは、月に２回までとする。この場合、その前後の週に必ず休養

日を１日振り替え、加えてその週の平日の少なくとも１日は基準どおり休

養日とする。 

オ）休養日は朝練習も放課後の練習も行わないこととする。 

カ）３日以上休日が続く場合は、練習・練習試合のいずれの場合でも、原則

的に活動２日に対して１日の休養日を設ける。やむを得ず実施する場合は、

校長の承認を得て実施する。 

 

※中学校体育連盟主催大会（下都賀地区学校体育連盟に確認） 

・支部大会（４月に開催されるもの） ・地区春季大会 ・県春季大会  

・地区総体（駅伝も含む） ・県総体（駅伝も含む） ・関東大会（駅伝も含 

む） 

・全国大会（駅伝も含む） ・地区新人大会（駅伝も含む） ・県新人大会 

・卓球の地区春季大会、地区総体、地区新人大会に出場するための支部予選 

 

② 活動時間 

ア）１日の活動時間は長くとも平日では２時間程度、学校の休業日（学期

中の週末を含む）並びに長期休業中は３時間程度とし、できるだけ短時間

に合理的でかつ効果的・効率的な活動を行う。 

なお、準備と片付けの時間を、基準の活動時間には含めない。１回の

練習につき 準備と片付けの所要時間は２０分以内とする。 

イ）朝練習は原則行わない。実情により朝練習を行う場合には、事前に保

護者から許可願いを提出してもらい、校長の判断で実施する。ただし、

実施する場合の部活動顧問は、生徒の健康面に配慮するとともに、学習

が始まる前の時間帯であることを考慮した内容や強度となるよう計画

する。実施に当たっては、保護者に対して十分な説明を行い、理解と協

力を得て行う。朝練習の開始時刻は、早くても午前７時からとし、実施

する場合、１日の練習時間に含める。 

ウ）練習試合等で基準の活動時間を超えて活動する場合には、生徒の健康

管理に十分配慮し、１日のうちに休養時間を適切に設定するとともに、

別の日の活動時間を減らすなど、週当たりの活動時間にも留意する。な

お、学校外の場所で練習試合等を行う場合の移動時間は、活動時間には

含めない。 

イ 校長は１（１）に掲げる「学校の部活動に係る活動方針」の策定に当たっ

ては、国のガイドラインと県の方針を踏まえるとともに、小山市ガイドライ

ンの方針に則り、各部活動の休養日及び活動時間等を設定し、保護者に公表

する。また、各部の活動内容を把握し、適宜、指導・是正を行う等、その運

用を徹底する。 

   学校閉庁日期間（8/13～8/16、12／29～1／3）は、全国大会出場を控えて

いる場合を除き、部活動を実施しない。 

 



５ その他 

（１） 学校単位で参加する大会等 

  ア 豊田中学校として部活動が参加する大会の上限の目安としては、中学校

体育連盟・中学校文化連盟が主催する大会並びに栃木県体育協会・小山市

体育協会主催大会（傘下の各種目の協会・連盟主催大会も含む）、文化部

の活動に関係する県以上の団体の主催大会を除いて、年１０大会程度とす

る。 

  イ 校長は、生徒の教育上の意義や、生徒や部活動顧問の負担が過度になら

ないことを考慮して、参加する大会等を精査する。 

（２）保護者会費の取り扱い 

  ア 実情に応じ、保護者が保護者会を組織して活動費を徴収した場合、部活

動顧問は会計について、保護者会が出納簿、領収書を適正に管理出来るよ

うに情報交換をこまめに行い、保護者会総会実施時には、所属する全保護

者に対して会計報告が行えるようにする。また、出納簿や領収書の閲覧の

希望があった場合は、それに応じられるように、使途の透明化を図る。 

  イ 校長は、保護者会費の徴収額について、必要に応じて数社から見積もり

を取ったり、可能な範囲で遠征回数や指導者の招聘回数等を見直したりし

て、保護者の負担軽減に努めるよう指示する。 

  ウ 校長は保護者会費が適切に管理・運営されているか、把握に努める。 

 

 


